<Note> A Study of "Kōzukimonjo" by 中野 栄夫
<研究ノート>上月文書にみられる｢足利尊氏発給｣文
書について
著者 中野 栄夫
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 55
ページ 44-52
発行年 2001-03-24
URL http://hdl.handle.net/10114/10711
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、
徳
島
県
立
文
書
館
が
架
蔵
し
て
い
る
「
上
月
（１）
文
聿
日
」
で
あ
る
。
上
月
文
書
は
播
磨
国
佐
用
郡
上
月
の
地
（
現
兵
庫
県
佐
用
郡
上
月
町
）
を
本
貫
の
地
と
す
る
赤
松
氏
の
同
族
た
る
上
月
氏
に
関
す
る
文
（２）
書
で
、
約
一
一
二
○
点
ほ
ど
の
中
世
文
書
群
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
上
月
氏
は
播
磨
の
守
護
赤
松
氏
に
属
す
る
有
力
な
武
士
団
で
あ
り
、
本
文
書
は
注
目
す
べ
き
重
要
史
料
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
史
料
の
存
在
は
知
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
従
来
ほ
と
ん
ど
文
書
群
と
し
て
分
析
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
っ
て
は
わ
ず
か
に
そ
の
一
部
が
「
姫
路
市
史
史
料
編
』
に
活
字
化
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
全
体
が
活
字
化
さ
れ
た
の
は
最
近
刊
行
の
『
兵
庫
県
へ汲瞥料編中世九』（以下、単に『兵庫県史』という）が最初であ
る
。
つ
ま
り
今
も
っ
て
本
文
書
は
手
つ
か
ず
と
い
っ
て
よ
い
状
態
な
の
で
こ
こ
で
は
ま
ず
本
文
書
の
基
礎
的
研
究
か
ら
始
め
た
い
。
本
文
書
に
関
す
る
研
究
は
皆
無
な
の
で
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
も
大
い
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れる。 法
政
史
学
第
五
十
五
号
上
月
文
書
に
み
ら
れ
る
「
足
利
尊
氏
発
給
」
文
書
に
つ
い
て
〈研究ノート〉
ち
な
み
に
本
文
書
の
重
要
性
を
認
識
し
た
の
は
播
磨
国
田
原
荘
・
蔭
山
荘
（
兵
庫
県
神
崎
郡
福
崎
町
）
を
研
究
し
た
時
で
あ
り
、
そ
の
後
文
書
の
写
真
を
借
用
し
て
研
究
を
進
め
、
上
月
町
に
も
調
査
に
出
向
い
た
。
数
年
前
こ
の
文
書
が
徳
島
県
立
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
上
月
町
か
ら
の
紹
介
で
徳
島
県
立
文
書
館
に
伺
い
、
上
月
文
書
を
調
査
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
充
分
な
研
究
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
が
、
円
年
ほ
ど
前
から大学院の卒業生や院生とで本格的に上月文書の研究を始め、
そ
の
後
は
年
に
三
回
程
度
同
文
書
館
に
伺
い
、
同
文
書
館
側
と
調
査
の
進
め
方
を
打
ち
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
主
と
し
て
本
文
の
確
定
作
業
を
進
め
て
き
た
。
現
在
も
そ
う
い
っ
た
確
認
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
作
業
を
進
め
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
文
書
撮
影
も
一
応
行
い
、
最
近
も
再
度
の
写
真
撮
影
を
行
っ
た
が
、
撮
影
が
万
全
と
は
い
い
が
た
い
の
で
再
々
度
の
撮
影
を
試
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
文
書
の
研
究
で
問
題
と
さ
れ
る
点
を
挙
げ
て
み
る
な
ら
、
ま
ず
最
初
に
な
す
べ
き
は
、
ま
ず
読
み
本
の
確
定
で
あ
る
。
「
兵
庫
県
史
」
の
翻
刻
は
、
よ
く
読
み
と
っ
て
い
る
と
高
く
評
価
は
で
き
る
が
、
完
全
で
あ
る
と
は
言
い
中
野
栄
夫
四
四
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上
月
文
書
に
は
一
枚
物
と
巻
物
と
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
次
に
紹
介
す
る
文
書
を
含
め
て
三
六
点
の
文
書
が
、
重
書
案
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
一
巻
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
赤
松
晴
政
（
永
禄
八
年
〔
’
五
六
五
〕
正
月
没
）
の
代
に
、
｜
巻
に
写
し
取
ら
れ
、
赤
松
晴
政
の
披
見
を
仰
い
だ
も
の
で
あ
り
、
巻
頭
（
袖
）
に
赤
松
晴
政
の
袖
判
（
証
判
）
が
据
え
て
あ
り
、
巻
末
に
は
「
右
証
文
、
被
成
御
見
知
之
状
如
件
」
と
の
奥
書
が
あ
り
、
紙
継
ぎ
目
ご
と
に
、
赤
松
氏
奉
行
人
の
難
波
泰
興
が
裏
花
押
を
据
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
包
紙
ウ
ハ
書
き
は
「
赤
松
晴
政
公
井
細
川
勝
元
公
之
御
書
御
直
判
証
（５）
文
壱
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
上
月
氏
が
重
要
な
受
給
文
書
（
重
書
）
を
写
し
取
っ
て
赤
松
晴
政
の
証
判
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
以
下
に
示
す
五
通
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
改
行
は
原
文
書
に
し
た
が
い
、
そ
れ
以
外
は
『
兵
庫
県
史
』
の
翻
刻
に
し
た
が
い
つ
つ
、
文
書
名
も
そ
の
ま
切
れ
な
い
。
そ
の
第
一
は
案
文
と
み
な
す
べ
き
も
の
を
正
文
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
、
第
一
一
に
発
給
者
の
比
定
の
混
乱
、
第
三
に
発
給
年
代
の
比
定
の
不
（４）
十
分
さ
、
第
四
に
文
書
の
誤
至
近
な
ど
で
あ
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
特
に
細
川
勝
元
の
文
書
に
つ
い
て
は
正
文
と
断
定
で
き
る
も
の
は
一
点
の
み
で
、
他
の
文
書
に
つ
い
て
は
案
文
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
足
利
義
詮
と
す
べ
き
発
給
者
を
足
利
尊
氏
と
し
て
い
る
例
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
第
三
点
に
つ
い
て
は
、
特
に
赤
松
政
則
発
給
の
文
書
の
年
代
確
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
点
が
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
、
第
二
点
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
。
ｋ
月
文
書
に
み
ら
れ
る
「
足
利
尊
氏
発
給
」
文
書
に
つ
い
て
（
中
野
）
■■■■■■
￣
ま
示
す
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
文
書
番
号
は
徳
島
県
立
文
書
館
の
用
い
て
い
る
文
書
番
号
を
示
し
、
便
宜
「
兵
庫
県
史
」
の
文
書
番
号
を
「
県
史
○
号
」
と添え示した。
○
九
一
足
利
尊
氏
軍
勢
催
促
状
写
（
県
史
一
号
）
（追筆）
「尊氏将軍御代」
宮
方
合
体
御
違
変
之
間
、
依
無
勢
打
越
江
州
畢
、
価
近
日
可
責
上
京
都
也
、
早
馳
参
可抽忠節之状、如件、
観応三年閏二月廿九日（追筆）「鄭氏」御判
上
月
源
七
殿
○
九
三
足
利
尊
氏
感
状
写
（
県
史
三
号
）
美
作
国
英
多
城
合
戦
之
時
致
忠
節
之
由
、
赤
松
筑
前
守
貞
範
○
九
二
足
利
尊
氏
感
状
写
（
県
史
二
号
）
於
八
幡
合
戦
致
忠
節
之
由
、
赤
松
帥
律
師
則
祐
所
注
申
也
、
尤
以神妙、弥可抽戦功之状、如件、
観
応
三
年
六
月
十
三
日
（
追
筆
）「尊氏」御判
上
月
新
兵
衛
尉
殿
四
石
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○
九
五
足
利
尊
氏
軍
勢
催
促
状
写
（
県
史
五
号
）
美
作
国
鞍
懸
城
事
、
且
令
警
固
、
且
可
致
忠
節
之
状、如件、
文
和
四
年
正
月
十
七
日
（
追
筆
）
「同尊氏」
御
判
上
月
左
近
衛
将
監
殿
○
九
四
足
利
尊
氏
感
状
写
（
県
史
四
号
）
今
度
最
前
馳
上
京
都
致
忠
節
之
由
、
貞
範
所
注
申
也
、
殊
以
神
妙
、
弥
叩
抽
戦
功
之
状、如件、
文
和
二
年
七
月
川
日
（
追
筆
）
「同尊氏」
御
判
上
月
左
近
衛
将
縣
殿
法
政
史
学
第
五
十
五
号
所
注
申
也
、
尤
以
神
妙
、
弥
可
抽戦功之状、如件、
文和弐年一一月十三日
上
月
源
七
殿
（追筆）
「同尊氏」
御
判
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
解
読
の
助
け
と
す
る
た
め
、
自
明
の
こ
と
に
属
す
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
発
給
さ
れ
た
こ
の
前
後
の
政
治
情
勢
を
一
瞥
し
ておこう。
〔１期〕観応三年（’一一一五一一）ころ
こ
れ
以
前
か
ら
、
足
利
尊
氏
と
弟
直
義
は
対
立
し
、
一
時
和
平
し
て
い
た
が
、
観
応
二
年
（
’
三
五
一
）
七
月
一
九
日
、
両
者
の
間
に
再
度
亀
裂
が
入
り
、
直
義
は
政
務
を
辞
し
た
。
直
義
の
与
党
の
石
橋
頼
一
房
・
桃
井
直
常
等
が
各
日
の
国
に
帰
る
と
、
七
月
二
六
Ⅱ
、
近
江
の
佐
々
木
高
氏
（
道
誉
）
を
討
つ
と
の
名
日
で
尊
氏
は
近
江
に
発
向
し
、
播
磨
の
赤
松
則
祐
を
討
つ
と
の
名
目
で
義
詮
は
播
磨
へ
赴
い
た
。
そ
れ
以
前
に
両
氏
は
南
朝
と
通
じ
て
幕
府
に
反
旗
を
翻
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
出
陣
は
表
向
き
の
名
ｎ
で
、
尊
氏
父
子
が
直
義
を
挟
撃
す
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
を
悟
っ
た
直
義
は
、
そ
の
一
党
を
率
い
て
急
速
北
国
に
向
か
っ
た
。
直
義
一
党
の
出
京
を
知
る
と
尊
氏
父
子
は
入
京
し
、
直
義
お
よ
び
南
朝
と
の
和
平
交
渉
を
並
行
し
て
行
っ
た
。
八
月
一
日
、
直
義
が
斯
波
高
経
の
越
前
金
ガ
崎
城
に
入
る
と
、
そ
こ
に
集
結
す
る
武
士
は
日
毎
に
増
し
、
そ
の
威
勢
は
京
都
を
圧
し
、
尊
氏
方
か
ら
の
和
議
申
し
入
れ
を
も
聞
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
に
入
っ
て
の
近
江
で
の
尊
氏
方
と
直
義
党
と
の
両
軍
の
交
戦
に
直
義
軍
が
敗
れ
る
と
情
勢
が
変
わ
り
、
｜
時
和
議
が
成
立
し
た
が
、
桃
井
の
強
硬
な
反
対
に
よ
り
、
そ
れ
も
な
ら
な
か
っ
た
。
直
義
党
の
武
将
で
尊
氏
万
に
走
る
者
も
あ
り
、
直
義
は
敦
賀
を
発
っ
て
北
陸
を
通
っ
て
関
東
に
入
り
、
二
月
一
五
日
、
直
義
は
信
頼
す
る
上
杉
憲
顕
の
い
る
鎌
倉
に
入
っ
た
。
■■■■■■
￣
■■■■■■■■
四六
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一
方
南
朝
に
対
し
て
は
、
八
月
七
日
に
後
醍
醐
の
寵
愛
を
窓
に
し
た
法
勝
寺
の
円
観
を
使
者
と
し
た
が
、
こ
れ
は
失
敗
し
た
。
そ
の
後
も
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
二
月
一
一
日
に
、
よ
う
や
く
南
朝
の
使
者
が
入
京
し
た
。
南
朝
の
総
旨
二
通
は
、
和
議
の
提
案
を
認
め
る
と
い
う
意
味
の
赦
免
の
輪
旨
と
、
直
義
の
追
討
を
命
ず
る
輪
旨
と
で
あ
っ
た
。
翌
三
Ｈ
、
尊
氏
は
輪
旨
拝
受
の
請
文
を
使
者
に
渡
す
と
、
翌
四
Ⅱ
、
京
都
守
備
を
義
詮
に
任
せ
て
東
下
し
、
途
中
直
義
軍
を
破
り
な
が
ら
翌
年
正
月
五
Ⅱ
鎌
倉
に
入
り
、
直
義
を
下
し
た
。
し
か
し
、
南
軍
の
動
き
は
活
発
で
あ
っ
た
。
和
議
以
前
か
ら
、
奥
州
で
は
宇
津
峰
宮
、
九
州
で
は
後
醍
醐
の
皇
子
懐
良
親
王
を
い
た
だ
く
南
軍
が
行
動
を
開
始
し
て
い
た
が
、
和
議
後
の
正
平
七
年
（
一
三
五
一
一
）
｜
｜
月
三
日
に
は
、
近
々
天
皇
（
後
村
上
）
が
帰
京
す
る
旨
を
義
詮
に
伝
え
た
。
南
軍
の
主
要
目
的
は
京
都
と
鎌
倉
の
同
時
占
領
で
あ
っ
た
。
直
義
落
命
の
二
月
二
六
日
、
後
村
上
の
本
営
は
賀
名
生
か
ら
河
内
東
条
に
進
み
、
つ
い
で
住
吉
神
社
に
移
り
、
閏
二
月
一
九
日
に
は
天
王
寺
を
経
て
八
幡
に
進
出
し
た
。
兵
力
に
、
信
が
な
い
義
詮
が
和
平
に
期
待
を
か
け
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
閏
二
月
二
○
日
、
義
詮
は
わ
ず
か
一
日
の
戦
闘
で
大
敗
し
て
近
江
へ
逃
れ
、
京
都
に
残
さ
れ
た
持
明
院
統
光
厳
・
光
明
・
崇
光
の
三
上
皇
と
廃
太
子
直
仁
は
翌
日
、
後
村
上
の
本
営
八
幡
に
移
さ
れ
、
そ
の
後
、
楠
木
の
根
拠
地
河
内
東
条
へ
と
送
ら
れ
た
。
近
江
へ
逃
れ
た
義
識
は
、
正
平
の
年
号
を
廃
し
て、観応三年（一三五一一）の日付で、「宮方合体御違変」（南朝方
和
議
破
棄
）
と
号
し
て
、
諸
旧
武
士
に
動
員
令
を
発
し
た
。
半
月
ほ
ど
す
る
と
義
詮
は
美
濃
土
岐
・
近
江
佐
々
木
等
を
率
い
て
反
撃
を
開
始
し
、
四
国
か
ら
細
川
清
氏
が
上
洛
し
た
。
前
年
に
南
朝
に
帰
順
し
て
い
た
播
磨
赤
松
も
南
朝
か
ら
離
れ
た
。
三
月
一
五
日
、
南
軍
は
八
幡
に
退
い
た
。
義
詮
は
一
ヵ
月
ｆ
月
文
書
に
み
ら
れ
る
「
足
利
尊
氏
発
給
」
文
書
に
つ
い
て
（
中
野
）
足
ら
ず
で
京
都
奪
還
に
成
功
し
、
そ
の
後
は
東
寺
に
陣
し
て
八
幡
攻
め
を
続
け
た
。
五
月
二
日
、
幕
府
軍
の
総
攻
撃
を
受
け
、
後
村
上
以
下
の
南
軍
は
賀
名
生
に
逃
げ
帰
っ
た
。
六
月
に
入
る
と
、
河
内
東
条
に
い
た
三
上
皇
は
賀
名
生
へ
と
移
さ
れ
た
の
で
、
帰
京
策
は
絶
望
的
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
八
月
一
一日、義詮は弥仁王を践鮓させて後光厳天皇とし、年号を文和と
あ
ら
た
め
た
。
ま
た
、
南
軍
は
、
京
都
攻
撃
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
鎌
倉
を
攻
め
た
。
閏
二
月
一
五
日
に
上
野
に
挙
兵
し
た
新
田
義
貞
の
子
義
宗
・
義
興
の
軍
は
鎌
倉
に
迫
り
、
信
濃
に
い
た
宗
良
親
王
が
征
夷
大
将
軍
に
補
任
さ
れ
、
諏
訪
氏
等
を
率
い
て
上
野
に
入
り
、
奥
州
北
畠
顕
信
も
下
野
に
進
出
し
て
き
た
。
｜
七
日
に
、
尊
氏
は
鎌
倉
を
捨
て
て
武
蔵
狩
野
川
に
走
り
、
そ
れ
と
入
れ
換
え
に
翌
日
、
新
田
軍
が
鎌
倉
を
占
領
し
て
い
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
武
蔵
各
地
で
両
軍
の
激
し
い
戦
闘
が
続
い
た
が
、
二
八
日
に
は
南
軍
は
鎌
倉
を
放
棄
し
、
そ
の
日
尊
氏
が
宗
良
親
王
・
新
田
義
宗
等
を
武
蔵
小
手
指
原
・
入
間
河
原
・
高
麗河原に破っている。京都奪還の三川前の一一一月一一一日に尊氏は鎌
倉に戻った。
〔Ⅱ期〕又和二年（’三五三）～文和川年（’一一一五五）ころ
西国各地では文和元年（’三五一一）九月ころから南軍の反撃が
始
ま
っ
て
い
た
。
直
義
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
足
利
価
冬
は
二
月
に
な
る
と
東
上
を
は
じ
め
、
い
っ
た
ん
は
安
芸
ま
で
進
み
、
長
門
に
陣
し
て
い
た
が
、
南
党
の
吉
良
満
貞
・
石
塔
頼
房
等
を
頼
っ
て
南
朝
へ
の
帰
順
を
願
い
入
れ許されていた。
摂
津
で
は
南
党
楠
木
正
儀
・
吉
良
満
貞
・
石
塔
頼
房
等
が
北
軍
の
赤
松
光
範
と
戦
っ
て
い
た
。
｜
｜
月
、
摂
津
で
光
範
が
劣
勢
と
な
る
と
、
義
詮
は
四
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佐
々
木
秀
綱
・
高
秀
等
の
援
軍
を
差
し
向
け
た
が
、
こ
れ
も
翌
文
和
二
年
（’三五一一一）正月には京都に退くありさまであった。一一一月には、
さ
ら
に
土
岐
頼
康
を
摂
津
に
派
遣
し
た
も
の
の
、
翌
月
に
は
仁
木
義
長
と
と
も
に
京
都
に
追
わ
れ
た
。
こ
の
頃
備
前
・
石
見
な
ど
で
山
名
氏
以
下
の
南
党
が挙兵している。
同
一
一
月
に
は
権
大
納
言
北
畠
顕
能
が
大
和
に
入
り
、
同
じ
く
権
中
納
言
四
条
降
俊
が
紀
伊
に
入
っ
た
。
四
月
に
は
桃
井
直
常
・
直
信
等
が
越
中
で
北
党
の
吉
良
氏
頼
と
戦
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
兵
を
挙
げ
た
南
軍
諸
勢
は
徐
々
に
京
都
へ
と
迫
っ
て
き
た
。
六
月
、
足
利
直
冬
は
長
門
か
ら
周
防
へ
と
兵
を
進
め
た
。
同
月
六
Ⅱ
、
摂
津
で
活
躍
し
た
吉
良
・
石
塔
等
の
軍
は
八
幡
に
入
り
、
そ
の
た
め
、
後
光
厳
天
皇
は
延
暦
寺
へ
と
還
御
、
つ
い
で
義
詮
も
天
皇
の
後
を
追
っ
た
が
、
叡
山
が
こ
の
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
た
め
、
義
詮
は
後
光
厳
を
奉
じ
て
一
三
日
に
美
濃
小
島
に
逃
れ
た
。
京
都
は
ふ
た
た
び
南
軍
の
手
に
落
ち
た
が
、
美
濃
に
お
け
る
義
詮
軍
の
立
て
Ⅲ
し
や
、
鎌
倉
公
方
足
利
基
氏
が
大
軍
を
率
い
て
の
上
洛
の
風
説
、
ま
た
後
光
厳
に
よ
る
尊
氏
上
洛
催
促
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
か
、
七
月
の
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
山
名
時
氏
は
但
馬
へ
、
楠
木
正
儀
は
河
内
へ
、
と
次
々
京
都
を
離
れ
て
いった。その他、吉良満貞・石塔頼一房も京都を去った。代わって
北
党
の
石
橋
和
義
・
赤
松
則
祐
等
が
入
京
、
二
六
日
に
は
義
詮
も
入
京
し
て
、
京
都
を
追
わ
れ
て
以
来
廃
さ
れ
て
い
た
文
和
の
年
号
を
復
し
た
。
尊
氏
も
七
月
一
一
九
日
に
は
鎌
倉
を
発
し
て
、
九
月
三
日
に
美
濃
垂
井
に
至
っ
て
後
光
厳
に
褐
し
、
美
濃
に
迎
え
に
赴
い
た
義
詮
と
と
も
に
、
後
光
厳
に
供
奉
し
て一二日に入京した。
こ
の
文
和
二
年
（
’
三
五
三
）
九
月
の
、
尊
氏
帰
洛
以
後
、
し
ば
ら
く
は
法
政
史
学
第
五
十
五
号
平
静
を
保
っ
て
い
た
が
、
翌
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
五
月
こ
ろ
か
ら
ふ
た
た
び
南
軍
の
動
き
が
活
発
と
な
る
。
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
東
上
を
め
ざ
し
て
直
冬
が
石
見
で
活
動
を
は
じ
め
、
九
月
に
は
、
南
朝
宗
良
親
王
が
千
種
顕
経
・
新
田
義
宗
等
を
率
い
て
越
後
で
戦
っ
た
。
’
○
月
に
は
中
国
の
南
軍
が
但
馬
に
至
る
と
、
義
詮
は
自
ら
軍
を
率
い
て
同
一
八
日
に
播
磨
弘
山
に
布
陣
し
た
。
南
軍
が
京
都
に
迫
る
と
聞
く
と
、
’
二
月
二
四
日
、
尊
氏
は
後
光
厳
を
奉
じ
て
近
江
へ
と
逃
れ
た
。
京
都
は
が
ら
空
き
状
態
に
な
る
が
、
こ
れ
は
南
軍
を
京
都
に
誘
い
込
み
、
東
西
か
ら
挟
撃
し
よ
う
と
い
う
作
戦
と
見
ら
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
、
明
け
て
文
和
四
年
（
’
三
五
五
）
正
月
一
六
ｎ
、
南
軍
の
桃
井
直
常
・
直
信
、
斯
波
氏
頼
等
が
入
京
し
、
二
一
一
日
に
は
直
冬
・
山
名
時
氏
・
石
塔
頼
房
等
が
入
京
し
た
。
尊
氏
は
東
坂
本
・
比
叡
山
と
陣
を
移
し
、
一
一
月
三
日
に
は
西
坂
本
に
布
陣
し
た
。
対
す
る
南
軍
は
、
桃
井
直
常
が
如
意
嶽
、
直
冬
が
東
寺
、
山
名
時
氏
が
西
山
と
い
う
構
え
を
見
せ
た
。
こ
の
間
、
播
磨
弘
山
に
い
た
義
詮
は
、
そ
こ
を
発
し
て
二
四
日
に
摂
津
河
原
に
到
着
、
二
月
六
日
に
は
摂
津
神
岡
に
南
軍
を
破
り
、
山
崎
に
兵
を
進
め
た
。
そ
の
後
、
南
北
両
軍
の
合
戦
は
な
か
な
か
決
着
を
見
な
か
っ
た
が
、
尊
氏
は
清
水
坂
・
比
叡
・
東
寺
へ
と
、
義
詮
は
西
山
法
華
山
寺
・
法
性
寺
と
陣
を
移
し
な
が
ら
戦
い
、
つ
い
に
三
月
一
一
一
日
に
、
南
軍
を
八
幡
へ
と
退
け
た
。
南
軍
は
一
八
日
に
は
そ
の
八
幡
も
引
き
上
げ
、
天
王
寺
へ
と
移
っ
た
。
一
九
日
、
義
詮
は
さ
ら
に
南
軍
を
討
と
う
と
し
て
宇
治
に
向
か
う
が
、
す
で
に
南
軍
は
撤
し
て
い
た
た
め
、
兵
を
収
め
た
。
二
二
日
に
は
尊
氏
・
義
詮
と
も
に
自
邸
に
戻
り
、
二
八
日
に
は
、
後
光
厳
も
士
御
門
殿
に
還
御
し
た
。
六
月
に
は
京
都
の
南
軍
は
、
離
散
・
帰
脚
し
た
と
の
風
聞
が
流
れ
た
。
四
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さ
て
、
自
明
の
こ
と
で
紙
数
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
が
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
先
に
示
し
た
文
書
を
見
直
す
こ
と
と
し
よ
う
。
ま
ず
九
一
号
文
書
で
あ
る
が
、
文
中
に
「
宮
方
合
体
御
違
変
」
と
み
え
、
こ
れ
は
ま
さ
に
石
に
見
た
Ｉ
期
で
、
諸
国
武
士
に
動
員
令
を
発
し
た
文
書
そ
の
も
の
に
あ
た
ろ
う
。
ま
た
九
二
号
文
書
は
、
そ
の
同
付
け
か
ら
見
て
、
五
月
の
八
幡
攻
め
に
お
け
る
勲
功
を
賞
し
た
も
の
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
ところで、「兵庫県史』では、発給者を「足利尊氏」とするが、
先
に
見
た
こ
の
時
期
の
政
治
情
勢
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
尊
氏
は
鎌
倉
に
い
た
。
遠
く
離
れ
て
い
て
も
文
書
の
発
給
は
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
八
幡
攻
め
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
、
義
詮
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
文
書
を
発
給
す
る
主
体
は
義
詮
で
あ
ろ
う
と
見
る
の
が
、
ご
く
常
識
的
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
推
測
は
、
こ
の
時
期
に
発
給
さ
れ
た
文
書
を
一
部
で
も
垣
間
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
判
明
す
る
。
そ
の
よ
い
例
を
九
一
・
九
二
文
書
に
即
し
て
一
つ
ず
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。
Ａ
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
○
史
料
纂
集
『
朽
木
文
書
』
三
三
号
宮
方
合
体
御
達
変
之
間
、
所
罷
越
江
州
也
、
不
日
馳
参
、
可
抽
軍
忠
之
状、如件、
（足利義詮）
観
応
三
年
壬
一
一
月
廿
三
、
（
花
押
）
佐
々
木
出
羽
守
殿
Ｂ
足
利
義
詮
感
状
○
大
日
本
古
文
書
「
吉
川
家
文
書
』
’
’
二
九
号
於
八
幡
致
忠
之
由
、
赤
松
帥
律
師
則
祐
所
注
申
也
、
尤
以
神
妙
、
弥
則
ｋ
月
文
書
に
み
ら
れ
る
「
足
利
尊
氏
発
給
」
文
書
に
つ
い
て
（
中
野
）
四
抽戦功之状、如件、（足利義詮）
観応一一一年六月九日（花押）
吉
川
五
良
入
道
殿
こ
れ
ら
の
文
書
の
花
押
は
、
Ａ
は
『
内
閣
文
庫
影
印
叢
刊
朽
木
家
古
文
書
」
上
に
、
ま
た
Ｂ
「
大
日
本
古
文
書
」
に
影
印
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
尊
氏
で
は
な
く
、
義
詮
の
も
の
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
九
一
・
九
二
号
文
書
は
尊
氏
発
給
で
は
な
く
、
義
詮
発
給
文
書
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
『
兵
庫
県
史
」
が
「
追
筆
」
と
し
て
い
る
両
文
書
の
書
き
込
み
で
あ
る
。
ま
ず
九
一
号
の
「
尊
氏
将
軍
御
代
」
に
関
し
て
は
、
尊
氏
が
鎌
倉
に
下
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
義
詮
は
あ
く
ま
で
も
名
代
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
さ
し
て
問
題
は
あ
る
ま
い
。
問
題
と
な
る
の
は
両
文
書
の
御
判
に
添
え
ら
れ
た
「
尊
氏
」
と
い
う
書
き
込
み
で
あ
る
。
時
代
か
ら
い
っ
て
、
そ
の
時
期
の
将
軍
は
尊
氏
で
あ
る
の
で
、
尊
氏
に
比
定
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
上
月
家
で
は
、
こ
の
文
書
は
尊
氏
発
給
（６）
の
も
の
で
あ
る
と
、
思
い
込
ん
で
い
た
と
も
考
一
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
兵
庫
県
史
」
は
こ
の
書
き
込
み
に
引
き
ず
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と推測される。
さ
て
、
つ
ぎ
に
、
九
三
号
～
九
五
号
を
考
え
よ
う
。
尊
氏
が
鎌
倉
を
発
っ
て京都に向かうのは、文和二年（’三五一一一）七月一一九、のことで
あ
る
の
で
、
九
三
・
九
四
号
の
発
給
さ
れ
た
時
に
は
、
尊
氏
は
ま
だ
鎌
倉
に
い
た
か
、
鎌
倉
を
発
っ
た
ば
か
り
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
発
給
さ
れ
た
中
国
地
方
の
文
書
を
一
つ
だ
け
挙
げ
て
お
こ
う
。
（７）
Ｃ
足
利
直
義
軍
勢
催
促
状
○
本
間
文
聿
日
四
九
Hosei University Repository
美作国凶徒退治事、
早
令
発
向
、
可
致
忠
節
之
状
、
如件、
（足利義詮）
文
和
二
年
八
月
廿
四
日
（
花
押
）
渋
谷
小
四
郎
入
道
殿
こ
の
こ
ろ
は
、
南
軍
の
動
き
が
中
国
地
方
で
活
発
で
あ
り
、
美
作
国
で
は
し
ば
ら
く
戦
闘
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
文
書
の
発
給
者
は
義
詮
で
あ
る
。
ち
な
み
に
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
六
月
一
日
に
、
美
作
国
青
柳
荘
地
頭
職
を
園
城
寺
に
寄
進
し
て
い
る
が
、
発
給
者
は
義
詮
で
あ
（８）る。
以
上
よ
り
、
九
二
一
・
九
四
号
も
同
様
に
、
義
詮
発
給
と
見
る
べ
き
で
あ
ろう。つぎ
に
、
九
五
号
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
京
都
へ
南
軍
が
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
尊
氏
が
討
と
う
と
し
て
い
た
。
義
詮
は
播
磨
弘
山
に
あ
り
、
そ
こ
を
発
つ
の
は
正
月
二
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
尊
氏
も
文
書
発
給
は
可
能
で
あ
る
が
、
尊
氏
は
南
軍
と
の
戦
闘
に
あ
た
り
、
西
国
で
の
戦
局
指
揮
は
義
詮
が
担
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
写
な
の
で
あ
ま
り
よ
い
例
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
国
筋
の
武
将
に
対
し
て
、
義
詮
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
書
を発給している。
Ｄ
足
利
義
詮
御
感
御
教
書
写
○
大
日
本
古
文
書
『
小
早
川
家
文
書
』
（９）
一一、小早川家証文三○四号
去
年
最
前
馳
参
播
州
、
去
二
月
六
日
、
於
神
無
山
抽
戦
功
、
迄
干
上
洛
、
令
御
手
之
条
、
殊
以
神
妙
、
弥
可
致
忠
節
之
状
、
如
件
、
文
和
四
年
卯
月
廿
三
日
（
花
押
）
義
詮
也
小
早
河
出
雲
四
郎
左
衛
門
尉
殿
法
政
史
学
第
五
十
五
号
以
上
、
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
九
一
～
九
五
号
文
書
の
発
給
者
は
足
利
尊
氏
で
は
な
く
、
足
利
義
詮
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
文
書
名
を
そ
れ
に
即
し
て
正
す
べ
き
で
あ
る
。
単
純
な
事
実
確
認
に
過
ぎ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
文
書
に
書
き
込
ま
れ
た
文
字
に
だ
ま
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
じ
つ
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
か
く
い
う
私
も
、
か
っ
て
担
当
し
た
『
岡
山
県
史
編
年
史
料
』
で
、
先
に
掲
げ
た
九
三
・
九
五
号
文
書
の
発
給
者
を
足
利
尊
氏
と
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
苦
い
経
（い）
験がある。
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
上
月
文
書
は
全
く
手
つ
か
ず
状
態
で
あ
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
基
礎
的
作
業
も
必
要
と
思
わ
れ
、
小
稿
を
記
し
た
次
第
で
ある。註（１
）
本
文
書
中
に
は
徳
島
県
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
「
南
方
御退治条々」（五一一号）がある。これは、嘉吉三年（一四
四
三
）
の
禁
閲
の
変
に
よ
っ
て
旧
南
朝
方
に
奪
わ
れ
た
神
璽
を
、
長
禄
二
年
二
四
五
八
）
に
赤
松
遺
臣
が
奪
還
し
た
時
の
経
緯
を
上
月
満
吉
等
が
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
群
書
類
従
』
合
戦
部
に
「
上
月
記
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
原
本
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
書
中
に
は
神
璽
奪
還
に
向
か
う
前
に
上
月
満
吉
が
息
女
五
々
に
宛
て
た
譲
状
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
本
文
書
中
に
は
年
欠
文
す
な
わ
ち
、
九
五
号
も
義
詮
発
給
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
五
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書
が
多
い
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
応
仁
文
明
の
乱
に
際
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
年
代
確
定
は
応
仁
文
明
の
乱
の
研
究
に
も
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
２
）
上
月
氏
が
播
磨
国
上
月
の
地
（
上
月
町
）
を
本
貫
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
名
字
か
ら
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
史
料
的
に
も
上
月
聖
義
（
吉
景
）
譲
状
（
｜
号
）
に
「
さ
よ
の
西
の
圧
ミ
や
う
じ
の
ち
の
う
ち
、
時
安
の
と
う
け
名
」
、
あ
る
い
は
上
月
満
吉
所
々
知
行
分
目
録
案
（
五
四
号
）
に
「
佐
用
内
、
名
字
之
地
峠
名
」
な
ど
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
た
だ
し
上
月
氏
は
西
播
磨
を
本
貫
地
と
す
る
武
士
団
で
あ
る
が
、
早
く
か
ら
上
月
の
地
を
離
れ
て
、
摂
津
国
荒
牧
の
地
（
宝
塚
市
）
を
本
拠
と
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
赤
松
氏
と
の
軍
事
的
同
盟
関
係
は
保
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
文
書
中
に
は
、
応
仁
文
明
の
乱
に
際
し
て
の
赤
松
氏
か
ら
の
軍
勢
催
促
状
などが多い。
（
３
）
本
文
書
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
成
果
が
あ
る
。
ま
ず
古
く
か
ら
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
を
利
用
し
た
東
郷
松
郎
氏
の
手
書
き
読
み
本
の
コ
ピ
ー
が
研
究
者
の
間
に
広
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
唯
一
の
成
果
で
あ
り
拠
り
所
で
あ
っ
た
。
な
お
、
「
兵
庫
県
史
』
の
按
文
を
見
る
と
担
当
者
は
か
な
り
研
究
を
進
め
た
も
の
と
見
ら
れ
、
得
る
と
こ
ろ
は
多
い
。
さ
て
本
文
書
が
重
要
史
料
と
思
わ
れ
る
の
に
、
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
文
書
が
徳
島
県
内
に
伝
来
し
、
か
つ
そ
れ
が
個
人
蔵
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
第
一
に
、
上
月
文
書
に
み
ら
れ
る
「
足
利
尊
氏
発
給
」
文
書
に
つ
い
て
（
中
野
）
兵
庫
県
内
の
研
究
者
か
ら
は
、
そ
れ
が
徳
島
県
内
に
伝
存
し
、
し
か
も
最
近
ま
で
個
人
蔵
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
原
文
害
を
参
照
し
て
の
研
究
に
困
難
が
伴
わ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
第
二
の
理
由
と
し
て
、
そ
れ
が
播
磨
に
か
か
わ
る
史
料
で
あ
る
た
め
、
徳
島
の
中
世
史
研
究
者
の
研
究
対
象
と
し
に
く
い
こ
と
、
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
加
え
て
、
本
文
書
に
は
年
欠
の
文
書
が
多
く
、
文
書
の
年
代
確
定
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
も
っ
て
本
文
書
は
手
つ
か
ず
と
い
っ
て
よ
い
状
態
で
あ
る。
（
４
）
そ
の
他
、
つ
ぎ
の
こ
と
も
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
文
書
番
号
と
し
て
は
徳
島
県
立
文
書
館
が
使
用
し
て
い
る
も
の
が
す
で
に
あ
る
が
、
『
兵
庫
県
史
」
で
は
、
文
書
を
編
年
し
、
年
代
順
に
文
書
番
号
を
独
自
に
振
り
直
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
兵
庫
県
史
」
の
文
書
番
号
で
は
原
文
書
を
検
索
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
も
文
書
の
年
代
比
定
が
確
た
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
許
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
万
全
と
は
い
え
な
い
の
で
、
そ
の
点
か
ら
も
問
題
で
あ
る
。
（５）「兵庫県史」第一七号按文参照。
（
６
）
の
ち
の
文
書
に
、
た
と
え
ば
「
御
先
祖
御
拝
韻
之
御
内
害
井
御
書
」
（
八
二
号
）
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
よ
り
、
そ
の
よ
う
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
問
題
は
こ
の
書
き
込
み
（
「
追
筆
」
）
が
、
い
つ
行
わ
れ
た
か
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
書
き
込
み
、
筆
運
・
墨
色
と
も
に
本
文
と
は
異
な
る
の
で
、
本
文
と
は
別
の
手
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
五
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（
付
記
）
本
稿
は
、
大
学
院
ゼ
ミ
で
の
院
生
の
報
告
の
成
果
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
当
該
時
期
の
関
係
史
料
の
検
索
に
関
し
て
の
和
氣
俊
行
君
の
レ
ジ
ュ
メ
、
当
該
時
期
の
政
治
情
勢
に
関
し
て
の
高
杉
真
一
君
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
は
多
大
の
教
示
を
得
た
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
本
稿
は
共
同
研
究
の
成
果
と
も
い
え
る
。
そ
の
労
に
む
く
い
る
た
め
、
当
該
期
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
は
、
煩
を
い
と
わ
ず
詳
述
し
た
。
そ
の
他
、
本
研
究
で
は
多
く
の
方
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
上
月
町
現
地
調
査
で
は
上
月
町
公
民
館
お
よ
び
井
上
恒
雄
氏
の
お
世
話
に
な
っ
て
ゆ
る
「
追
筆
」
と
み
な
せ
、
の
ち
に
追
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
現
段
階
で
は
、
本
文
と
追
記
と
の
時
間
差
に
つ
い
て
は
、
確
た
る
断
案
を
提
出
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
点
は
、
結
論
を
留
保
し
て
お
く
。
た
だ
し
、
九
一
・
九
二
号
の
「
尊
氏
」
の
書
き
込
み
と
、
九
三
号
以
下
の
「
同
尊
氏
」
の
書
き
込
み
と
は
異
筆
と
み
ら
れ
、
後
者
は
、
少
し
時
代
が
下
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
点
を
含
め
て
、
今
後
の
検
討
の
課
題
と
し
た
い
。
（
７
）
「
岡
山
県
史
編
年
史
料
」
一
四
八
一
号
、
『
南
北
朝
遺
文
中
国
・
四
国
編
』
二
五
○
九
号
。
本
文
書
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
で
確
認
し
、
改
行
は
そ
れ
に
し
た
が
っ
た
。
（
８
）
『
岡
山
県
史
編
年
史
料
』
一
四
七
九
号
。
（
９
）
文
書
名
は
『
大
日
本
古
文
書
」
の
ま
ま
と
し
た
。
（
皿
）
『
岡
山
県
史
編
年
史
料
』
’
四
七
六
号
・
’
四
九
二
号
。
こ
の
時
期
に
出
さ
れ
文
書
で
、
「
足
利
尊
氏
発
給
」
と
さ
れ
て
い
る
案
文
（
写
）
に
は
、
同
様
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
法
政
史
学
第
五
十
五
号
い
る
。
ま
た
徳
島
県
立
文
書
館
、
な
か
で
も
立
石
恵
嗣
氏
に
は
多
大
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
本
研
究
を
進
め
る
上
で
最
初
の
き
っ
か
け
と
な
る
文
書
写
真
を
貸
与
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
福
家
清
司
氏
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
諸
氏
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
、
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
ある。
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